
桜
蔭
俳
話
会 

三
月
句
会
（
第
三
七
三
回
） 

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
四
日
（
日
） 

会
場
・
旭
区
民
文
化
セ
ン
タ
ー
（
サ
ン
ハ
ー
ト
） 

 

［
添
削
句
］ 

「
原
句
」 

創
世
の
星
の
欠
片
や
い
ぬ
ふ
ぐ
り 

 
 

秀
夫    

「
理
由
」
星
と
い
ぬ
ふ
ぐ
り
を
対
比
さ
せ
る
の
は
良 

 
 
 

 
 
 

 

「
添
削
案
」 

 
 
 
 

大
円
を
巡
る
星
屑
い
ぬ
ふ
ぐ
り 

 

「
原
句
」 

春
一
番
重
き
リ
ュ
ッ
ク
の
千
鳥
足 

 
 

友
子    

「
理
由
」
原
因
と
結
果 

「
添
削
案
」 

 
 
 
 

春
一
番
重
き
リ
ュ
ッ
ク
の
背
を
立
つ
る 

 

「
原
句
」 

緋
木
瓜
咲
く
今
日
は
ど
の
面
か
ぶ
ら
う
か 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

才
美 

 
 

 

「
理
由
」
上
五
が
整
理
さ
れ
て
い
な
い
。 

「
添
削
案
」 

木
瓜
の
花
今
日
は
ど
の
面
か
ぶ
ら
う
か 

 

「
原
句
」 

 

ひ
も
す
が
ら
ラ
ジ
オ
流
る
る
春
の
風
邪 

友
子 

 
 

 

「
理
由
」
こ
の
句
で
は
中
七
と
下
五
の
間
，
切
る

と
良
い
。 

「
添
削
案
」 

ひ
も
す
が
ら
ラ
ジ
オ
流
れ
し
春
の
風
邪 

 

「
原
句
」 

 

い
ざ
行
か
ん
紅
梅
薫
る
黄
泉
の
国 

 
 

眞
壽 

 
 

 

「
理
由
」
弔
句
に
は
「
い
ざ
行
か
ん
」
は
少
し
無

理
か
。 

「
添
削
案
」 

旅
立
ち
の
紅
梅
薫
り
黄
泉
の
国 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 

「
原
句
」 

 

彼
岸
寺
つ
が
い
の
影
の
西
の
そ
ら 

 
 

秀
夫

「
理
由
」
「
彼
岸
」
に
は
「
西
」
は
使
わ
な
い
． 

「
添
削
案
」
み
ん
な
み
の
つ
が
い
の
影
や
彼
岸
寺 

 
 

「
原
句
」 

 

山
笑
う
会
津
士
魂
や
今
は
無
く 

 
 
 

眞
壽 

 
 

 

「
理
由
」
上
下
を
入
れ
替
え
て
み
る
。 

「
添
削
案
」 

再
び
の
会
津
の
士
魂
山
笑
ふ 

 

「
原
句
」 

 

残
し
置
く
ひ
と
つ
の
メ
ー
ル
卒
業
す 

 

友
子 

 
 

 

「
理
由
」「
残
し
置
く
」
こ
の
句
で
は`

常
套
的
で
あ

る
． 

「
添
削
案
」 

封
印
の
ひ
と
つ
の
メ
ー
ル
卒
業
す 

 「
原
句
」 

 

炯
眼
の
黒
猫
過
ぎ
る
実
千
両 

 
 

 
 

幸 
 

 
 

「
理
由
」
春
の
季
語
に
置
き
替
え
る
。 

「
添
削
案
」 

炯
眼
の
黒
猫
過
ぎ
る
初
桜 
 

 
 

 

「
原
句
」 

 

清
明
の
メ
モ
を
見
て
書
く
わ
が
住
所 

 

秀
夫 

 
 

 

「
理
由
」
言
い
回
し
を
少
し
変
え
て
み
る
。 

「
添
削
案
」 

清
明
の
メ
モ
見
て
記
す
わ
が
番
地 

 「
原
句
」 

物
忘
れ
ひ
ど
く
な
り
し
や
錨
草 

 
 

ヤ
エ
子 

 

「
理
由
」
言
い
回
し
を
変
え
て
み
る
。 

「
添
削
案
」 

物
忘
れ
誰
に
似
た
る
や
錨
草 

 
 

 
 

 
  

 
 
 
 
 

（
文
責 

代
表 

増
田 

守
） 

 
 

 
 
 

 

（
欠
席
投
句 

古
野
明
美
、
稲
葉
幸
） 

    

  


